
中流動コンクリートによる超長距離圧送を適用したシールドトンネル二次覆工の構築 

～中央浅田幹線外１線管きょ築造工事（第１工区）～ 
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１．はじめに  

 中央浅田幹線外１線管きょ築造工事は，合流式下水

道の改善を目的にしたシールドトンネルを構築するも

のであり，約 1,600ｍのインバートコンクリートと背割

り形式の二次覆工コンクリートを構築する（図－１）．

今回，工程を確保するために約 1,000ｍに及ぶ二次覆工

コンクリートを毎日打ち込むことが求められ（施工区

間 9ｍ/日），中流動コンクリートによる超長距離ポンプ

施工を行った．本報では，施工に向けた各種検討

と施工実績について報告する． 

２．検討概要 

（１）施工計画の変更 

 当初計画は発進立坑に定置式ポンプを設置し，

立坑直下から 1,013ｍ地点まで全線を軌道牽引式

のアジテータで往来して毎日打ち込む計画であっ

た．しかし，工程短縮のために 1 日の施工ブロッ

ク長を当初施工の 6ｍ（18m3/日）から 9ｍ（28m3/

日）に延長すると，同工法では 2 日に 1 度の打込みサ

イクルとなり，大幅な工期超過が懸念された．また，

運搬と待機時間によるコールドジョイントやスランプ

ロスによる充塡不足など品質の低下も懸念された．そ

こで，0～約 1,000ｍ区間を工程短縮が見込める超長距

離ポンプ施工に変更した． 

（２）圧送計画 

中流動コンクリートの圧送計画を図－２に示す．立

坑上に定置式ポンプ（最大理論吐出圧力 10.6MPa）を

配置し，実長 830ｍ（水平換算距離 897ｍ）を 5 インチ

の輸送管にて運搬し，残り 100ｍを定置式の中継ポンプ

で圧送する計画とした．また，設定吐出量は 20ｍ3/h と

した（1 時間当り 1.0km 移動速度に相当）． 

（３）配合の選定 

事前の室内試験練りにて選定した配合を表－１に示

す．500ｍを超える長距離圧送の実績 1）では，単位水量

を 180～190kg/m3とする例が多いが，本工事では，耐

久性確保の観点から，コンクリート標準示方書の上限

（標準）である 175kg/m3以下とした．同種工事におい

て，石灰石微粉末で単位粉体量（材料分離抵抗性）を

確保して 1,300m 超の長距離圧送を達成した実績があ

るが 2），本工事では市中プラント設備の制約が極力少な

図－１ 工事ルート 

表－１ コンクリートの配合（長距離圧送用に選定） 

種別 
ｽﾗﾝﾌﾟ 

ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ 
（設計） 

水ｾﾒﾝﾄ比 
W/C 
(%) 

空気量 
(%) 

細骨材率
s/a 
(%) 

単位量（kg/m3） 高性能
AE 減水

剤 
水
W

普通ｾﾒﾝﾄ
C

細骨材 
S

粗骨材 
G 

JIS 配合 
（当初計画） 21.0cm 54.6 4.5 48.0 176 322 852 933 2.25 

中流動 
コンクリート 55.0cm 46.5 4.5 50.0 172 370 872 882 

3.52
（増粘剤
一液型）

 キーワード シールドトンネル，超長距離圧送，中流動コンクリート 

連絡先     〒231-0011 神奈川県横浜市中区太田町 4 丁目 51 番地 鹿島建設(株)土木部 TEL.045-641-8882 

図－２ 中流動コンクリート圧送計画図 
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